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鉄筋ＳＤ10

入峠橋正面図
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削孔

削孔

鉄筋ＳＤ10

鉄筋ＳＤ10

3箇所、2列、削孔

3箇所、2列、削孔

橋台

鉄筋ＳＤ10

固定鉄筋ＳＤ10
鉄筋ＳＤ10
A=0.20*0.55*2+0.20*0.40*2=0.38m3
V=0.20*0.20*0.55=0.022m3 V=0.30*0.30*0.75=0.068m3
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固定鉄筋ＳＤ10
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中間支柱取壊し
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H=520（平均高さ）

V=0.20*0.20*0.52=0.021m3

1　基　当り

V=0.30*0.35*0.75=0.079m3
1　基　当り
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Φ60.5
鉄パイプ

一般構造用炭素鋼鋼管

パイプ2本を1本に変更

鉄パイプ Φ60.5

16　基 4　基

16　基 4　基 4　基

A=0.30*0.75*4 = 0.90 m3
21-8-25BB(WC=60%以下）21-8-25BB(WC=60%以下）

21-8-25BB(WC=60%以下）
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床版上部詳細図
No Scale

* 床板上部はつり工
t=3.0㎝以下

6

A=24.8m2

W=0.30

6.20

6.05

0.86 0.86

0.86

すり付け舗装工

取壊し、新設
t=4.0㎝t=15.0㎝

親間柱取壊し、新設
h=0.60 片側2基

橋台天端はつり工
t=30㎜、A=1.32m2

親間柱取壊し、新設

W=0.30
h=0.60 片側2基

橋台天端はつり工
t=30㎜、A=1.32m2

W=0.20

中間柱取壊し、新設
片側8基h=0.50

すり付け舗装工

取壊し、新設

t=4.0㎝t=15.0㎝

親柱土台新設

2

＊床版上部舗装工（t=4.0㎝）

（両側）

床版下部詳細図
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1 0.60 * 2.50 = 1.50 4 0.50 * 1.20 = 0.60

5 0.30 * 0.40 = 0.122 0.40 * 0.60 = 0.24

3 0.20 * 4.00 = 0.80

計　　　3.26 m2

4.00 * 6.20 - 3.26 = 21.546 m2

6 表面剥離深さ 0.01～0.03㎝

1 5～ 表面剥離深さ 0.02～0.04㎝

床版上部破損状況 床版下部、桁下部破損状況

1 ～ ・鉄筋露出、腐食

6 ～ 8 ・鉄筋露出、腐食表面剥離深さ 0.02～0.04㎝

～

床版下部

床版下部

桁下部

4 5

3 表面剥離深さ 0.02～0.04㎝

表面遊離石灰・錆汁

＊断面修復工（左官工法）面積

0.60 * 1.60 = 0.96

0.50 * 1.60 = 0.80

0.50 * 0.50 = 0.25

0.50 * 2.50 = 1.25

0.30 * 0.30 = 0.09

0.30 * 0.60 = 0.18

0.30 * 3.30 = 0.99

0.30 * 5.60 = 1.681
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中間柱新設 親柱新設
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03主桁

01主桁
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下
流

* 床板上部はつり工
* 床板上部舗装工
* 親柱、中間柱撤去・新設

A1 A2

ポリマ－セメントモルタル使用

橋長　　6.20m

施工延長　　

すり付け舗装工 すり付け舗装工

m2A = 16.0

＊床版上部舗装工（t=4.0㎝）

＊取付舗装工（t=4.0㎝）

＊上層路盤工（t=11.0㎝）

m2A = 18.4

5
5
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200

200
400

200

L= 1.80 m/基

L=0.30m/箇所

L=0.30m/箇所

10.80m

既設

取壊し

既設

取壊し
コンクリ－ト路盤工（t=15㎝）

コンクリ－ト路盤工（t=15㎝）

＊すり付路盤工取壊し（t=15.0㎝）

入峠橋全体図

虚　空　蔵　線

No Scale

2.30m 2.30m

11　ｍ

A=0.30*0.30+0.461*0.30*2+0.40*0.54=0.58m3

農山漁村地域整備交付金　林道橋梁修繕工事（入峠橋）

長 野 県 　 上 田 市 　 古 安 曽

床版下部・桁部断面修復(左官工法）



＊　施工上の留意点

1.　はつり範囲にカッタ―を入れ電動ピックにより、ひび割れ或いは剥離箇所

の脆弱部をはつり除去する。

断面修復を行うこと。

2.　かぶり厚さ（30㎜以上）が確保出来ない箇所については、10㎜程度膨らして

(施工前に監督員と協議を行うこと）
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1.80*2.00=3.60m2

1.80*3.00=5.40m2

1.80*2.00=3.60m2

1.80*3.00=5.40m2

単管足場（上流）

単管足場（下流）

コンクリ－ト路面工（t=15㎝）
既設

コンクリ－ト路面工（t=15㎝）
既設

単管足場（上流）

単管足場（下流）
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入峠橋全体図
No Scale

断面修復工詳細図

(左官工法）

仮設図・詳細図

土のう締切
No Scale

水替工すり付け舗装工

柱 状 図

＊床版、橋台天端部は表層工のみ
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4
0

1
10

1
50

表 層 工

上層路盤工
粒調砕石
40㎜以下

再生密粒度
アスコン13Ｆ

既設谷止工

土のう

L=12.00 m

ポリエチレン管Φ300

（治山林道必携・積算、施工編上巻　P311)

鉄筋ケレン・防錆処理を含まない

＊ポリマ－セメントモルタル使用量

6.20　×　0.04　×　1.18　= 0.293 ｍ3

3.60+3.60+5.40+5.40 = 18.00 m2*単管足場

40
㎜

程
度

断面修復材充填（ポリマ－セメントモルタル）

床版下部、桁下部

既設鉄筋SD10床　版　工

3
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上

土のう敷設

*土のう敷設
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A=(4.00+3.50)/2*0.70 = 2.6 m2

4.00

0.50 ×　2.80 = 1.4 m2

農山漁村地域整備交付金　林道橋梁修繕工事（入峠橋）
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足　場　工　設　置　図



位 置 図

農山漁村地域整備交付金 林道橋梁修繕工事（入峠橋）

上田市古安曽

平井寺公民館

施工箇所


